
坂本龍馬は「株式会社と複式簿記」を知っていたのか

　

世
界
初
の
株
式
会
社
は
、
１
６
０
２
年
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
で
あ
る
。
設
立
当
初
は
、
東
イ
ン
ド

に
お
け
る
香
辛
料
貿
易
を
目
的
と
し
た
貿
易
会
社
で
あ
っ
た
。
日
本
と
の
貿
易
は
、
１
６
０
９
年
に
平
戸

に
商
館
を
設
置
し
て
始
ま
り
、
鎖
国
の
中
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
唯
一
通
商
を
認
め
ら
れ
た
。

　
で
は
、
日
本
に
株
式
会
社
は
い
つ
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
、日
本
で
最
初
の
株
式
会
社
は
坂
本
龍
馬
の「
亀
山
社
中（
後
の
海
援
隊
）」だ
と
信
じ
込
ん
で
い
た
。

な
ぜ
な
ら
、
学
生
時
代
に
夢
中
に
な
っ
て
読
ん
だ
司
馬
遼
太
郎
著
『
竜
馬
が
ゆ
く
』
に
、「
亀
山
社
中
が

わ
が
国
最
初
の
株
式
会
社
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
か
ら
だ
。
だ
が
、
そ
れ
は
間
違
い
だ
っ
た
。
最

初
に
「
亀
山
社
中
が
日
本
最
初
の
株
式
会
社
で
あ
る
」
と
言
い
だ
し
た
の
は
、
著
名
な
経
営
学
者
で
あ
る

坂
本
藤
良
で
あ
る
。
彼
が
、
東
京
大
学
の
研
究
室
で
、
株
式
会
社
発
生
史
論
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た

１
９
５
５
年
頃
、
わ
が
国
の
初
期
の
株
式
会
社
が
そ
の
出
資
者
を
「
社
中
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
と
龍
馬

の
「
亀
山
社
中
」
が
結
び
つ
い
て
、
日
本
で
最
初
の
株
式
会
社
と
考
え
た
と
い
う
。
し
か
し
、
後
に
坂
本

は
「
亀
山
社
中
は
、
株
式
会
社
と
言
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
自
説
を
覆
し
た
。
司
馬
遼
太
郎
は
坂

本
藤
良
の
学
説
の
変
更
を
知
り
な
が
ら
、
新
聞
連
載
『
竜
馬
が
ゆ
く
』
の
中
で
、
あ
え
て
「
亀
山
社
中
」

を
わ
が
国
最
初
の
株
式
会
社
と
書
い
た
。
誤
り
だ
と
知
り
な
が
ら
「
な
ぜ
？
」

　

な
ぜ
な
ら
『
竜
馬
が
ゆ
く
』
が
歴
史
書
で
は
な
く
、
時
代
小
説
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、

実
在
し
た
「
龍
馬
」
と
『
竜
馬
が
ゆ
く
』
の
「
竜
馬
」
は
別
の
人
間
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
で
事
実
に
反

す
る
こ
と
で
も
「
許
さ
れ
る
」
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
司
馬
は
人
物
の
名
前
を
た
っ
た
一
文
字
、「
龍
」

か
ら
「
竜
」
に
置
き
換
え
た
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
こ
と
で
、
堂
々
と
「
亀
山
社
中
が
日
本
最
初
の
株
式
会

社
で
あ
る
」
と
言
い
切
っ
た
。
司
馬
遼
太
郎
は
天
才
で
あ
る
。
著
作
ス
タ
イ
ル
は
、膨
大
な
史
料
を
収
集
・

解
読
し
、
様
々
な
魅
力
的
な
逸
話
を
駆
使
し
て
人
物
を
描
写
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
素
人
の
読
者
に
と
っ

て
は
、
ど
の
部
分
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
ど
の
部
分
が
史
実
か
、
区
別
が
付
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ

が
司
馬
マ
ジ
ッ
ク
、「
司
馬
史
観
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。
司
馬
の
小
説
の
数
々
が
、
イ
コ
ー
ル
わ
が
国

の
明
治
の
歴
史
書
と
信
じ
て
い
る
読
者
は
多
い
。
司
馬
遼
太
郎
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
、
時
代
小
説
家
を

目
指
す
本
名
・
福
田
定
一
が
、
中
国
前
漢
時
代
の
歴
史
家
で
『
史
記
』
の
著
者
・
司
馬
遷
に
は
遼
か
及
ば

坂
本
龍
馬
は
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会
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と
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」
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な
い
が
、
尊
敬
す
る
目
標
と
し
て
考
え
出
し
た
と
い
う
。
司
馬
遼
太
郎
は
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
と
お
り
、
わ

が
国
の
司
馬
遷
と
な
り
明
治
時
代
研
究
の
歴
史
家
と
い
う
地
位
を
得
た
。

「
亀
山
社
中
」
は
学
術
的
に
は
株
式
会
社
と
は
い
え
な
い
も
の
ら
し
い
が
、
坂
本
龍
馬
が
「
株
式
会
社
」

を
知
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。「
社
中
」
と
は
組
合
の
仲
間
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
会
社
、

カ
ン
パ
ニ
ー
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
社
中
が
長
崎
の
亀
山
を
拠
点
と
し
た
こ
と
か
ら
「
亀
山
社
中
」
と
名

付
け
ら
れ
航
海
業
を
始
め
た
。
米
の
輸
送
か
ら
武
器
弾
薬
の
輸
入
業
ま
で
取
り
扱
う
総
合
商
社
で
あ
る
。

「
亀
山
社
中
」
は
龍
馬
に
よ
っ
て
起
業
さ
れ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
だ
っ
た
。
幕
末
の
混
乱
期
に
、

龍
馬
は
そ
の
人
脈
を
活
か
し
て
大
藩
か
ら
金
を
集
め
、
脱
藩
浪
士
た
ち
と
「
亀
山
社
中
」
を
創
っ
た
。
司

馬
の
中
で
、
そ
れ
は
紛
れ
も
な
く
、
わ
が
国
初
の
株
式
会
社
だ
っ
た
。

　

司
馬
は
、
１
９
８
９
年
に
『「
明
治
」
と
い
う
国
家
』
を
発
刊
し
て
い
る
。
こ
の
書
は
小
説
で
は
な
く

歴
史
評
論
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
…
…
龍
馬
は
勝
の
志
を
継
ぎ
、
長
崎
で
浪
人
結
社
亀
山
社
中
、
次
い
で
薩
長
土
そ
れ
に
越
前
の
四
藩
の

出
資
よ
り
成
る
一
種
の
株
式
会
社
「
海
援
隊
」
を
お
こ
し
、
遠
洋
海
運
業
を
志
す
と
と
も
に
、
私
立
海
軍

の
実
質
を
高
め
よ
う
と
し
ま
す
…
…
」

　

こ
の
著
作
は
小
説
で
は
な
い
の
で
、「
竜
馬
」で
は
な
く
、「
龍
馬
」を
使
っ
て
い
る
。「
一
種
の
株
式
会
社
」

と
、
ト
ー
ン
は
弱
め
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も
亀
山
社
中
（
海
援
隊
）
は
株
式
会
社
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

　
龍
馬
と
「
株
式
会
社
」
の
接
点

　

１
８
４
３
年
、
土
佐
生
ま
れ
の
漁
師
・
万
次
郎
は
、
鯵
鯖
漁
の
最
中
に
遭
難
し
、
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船

に
救
助
さ
れ
て
初
め
て
ア
メ
リ
カ
に
入
国
し
た
日
本
人
で
あ
る
。
万
次
郎
１
４
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
そ
の

頃
の
ア
メ
リ
カ
は
、
大
き
な
利
益
が
上
が
る
事
業
と
し
て
鉄
道
会
社
へ
の
投
資
が
殺
到
し
た
時
代
で
あ
る
。

鉄
道
会
社
は
巨
大
な
資
本
を
必
要
と
す
る
た
め
、多
数
の
投
資
家
か
ら
資
本
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る「
株

式
会
社
」
が
急
速
に
発
展
し
、
次
々
と
巨
大
企
業
が
誕
生
し
て
い
く
「
鉄
道
狂
」
時
代
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
十
年
間
暮
ら
し
た
万
次
郎
は
、
後
に
日
本
に
帰
り
「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
」
と
名
乗
っ
た
。
故

郷
の
土
佐
藩
で
万
次
郎
の
取
り
調
べ
が
行
わ
れ
、
万
次
郎
か
ら
聞
き
取
っ
た
ア
メ
リ
カ
事
情
を
『
漂
巽
紀

略
』
と
い
う
本
に
ま
と
め
た
の
が
河
田
小
龍
で
あ
る
。
幕
末
に
土
佐
藩
で
絵
師
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た

河
田
小
龍
が
、
万
次
郎
の
ス
ケ
ッ
チ
を
元
に
描
き
上
げ
た
と
い
う
『
漂
巽
紀
略
』
の
中
の
挿
絵
は
、
人
物

や
、
動
植
物
は
ま
る
で
本
物
を
見
て
描
い
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
る
。
そ
し
て
、『
漂
巽
紀
略
』

の
中
に
直
接
の
記
載
は
な
い
が
、
カ
ン
パ
ニ
ー
の
話
も
小
龍
は
聞
い
た
だ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。

　

そ
ん
な
小
龍
と
龍
馬
の
出
会
い
は
、
１
７
０
年
前
の
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
（
安
政
南
海
大
地
震
）
で
あ

っ
た
。
被
災
し
た
小
龍
が
、
龍
馬
の
実
家
近
く
に
避
難
し
た
こ
と
か
ら
、
龍
馬
は
小
龍
を
通
し
て
万
次
郎

の
語
っ
た
ア
メ
リ
カ
事
情
を
詳
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
小
龍
は
龍
馬
に
「
船
で
海
に
出
て
世
界
を
考
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え
よ
」
諭
し
、
龍
馬
は
「
先
生
は
人
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
、
自
分
は
船
を
得
ま
す
か
ら
」
と
答
え
た
と

い
う
。
あ
ま
り
に
も
出
来
す
ぎ
た
話
で
少
々
胡
散
臭
い
が
、
そ
の
後
の
「
亀
山
社
中
（
海
援
隊
）」
設
立

構
想
の
ヒ
ン
ト
は
小
龍
か
ら
得
た
可
能
性
は
高
い
。

「
亀
山
社
中
」
に
は
何
が
足
り
な
い
の
か

　

法
的
に
株
式
会
社
の
要
件
を
完
全
に
備
え
た
わ
が
国
最
初
の
株
式
会
社
は
、
１
８
７
２
年
に
渋
沢
栄
一

を
頭
取
と
し
て
設
立
さ
れ
た「
第
一
国
立
銀
行
」で
あ
る
。「
亀
山
社
中
」設
立
か
ら
７
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

「
亀
山
社
中
」
と
渋
沢
の
「
第
一
国
立
銀
行
」
と
の
違
い
は
幾
つ
か
あ
る
が
、
会
社
運
営
に
欠
か
せ
な
い

会
計
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
異
な
る
。

「
亀
山
社
中
」
で
ど
の
よ
う
な
会
計
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
１
８
６
７
年
、「
亀

山
社
中
」
は
龍
馬
が
脱
藩
罪
を
許
さ
れ
た
た
め
土
佐
藩
に
引
継
が
れ
、
場
所
も
隊
員
も
そ
の
ま
ま
で
「
海

援
隊
」
と
名
を
改
め
龍
馬
が
隊
長
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
会
計
担
当
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
後
の
三

菱
財
閥
創
設
者
・
岩
崎
弥
太
郎
だ
っ
た
。
真
偽
の
ほ
ど
は
と
も
か
く
、
こ
の
岩
崎
が
龍
馬
の
死
後
、
維
新

の
ど
さ
く
さ
に
紛
れ
て
海
援
隊
の
金
を
着
服
し
、
三
菱
の
前
身
と
な
る
九
十
九
商
会
を
設
立
し
た
と
い
う

話
が
あ
る
。
こ
ん
な
話
が
定
説
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
当
時
の
海
援
隊
の
会
計
は
お

そ
ら
く
丼
勘
定
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
対
し
て
、
渋
沢
の
「
第
一
国
立
銀
行
」
は
、

日
本
で
最
初
の
株
式
会
社
で
あ
る
と
同
時
に
西
洋
式
の
会
計
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
複
式
簿
記
を
最
初
に
採
用

し
た
会
社
で
も
あ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
の
商
家
の
会
計
手
法
は
「
和
式
帳
合
」
と
呼
ば
れ
る
大
福
帳
会
計
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
主
に

現
金
の
出
納
の
み
を
記
帳
す
る
単
式
簿
記
の
会
計
で
あ
る
。
対
し
て
現
在
、
世
界
中
の
ほ
と
ん
ど
の
株
式

会
社
で
採
用
さ
れ
て
い
る
会
計
は
、
十
四
世
紀
初
頭
に
イ
タ
リ
ア
で
発
生
し
た
と
言
わ
れ
る
複
式
簿
記
の

会
計
で
あ
る
。
現
金
の
出
入
り
と
い
う
側
面
だ
け
を
追
う
単
式
簿
記
に
比
べ
て
、
取
引
を
資
産
・
負
債
・

資
本
の
増
減
と
い
う
二
側
面
か
ら
取
引
を
記
帳
す
る
複
式
簿
記
の
方
が
正
確
か
つ
明
瞭
性
に
優
れ
て
い
る

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
記
帳
方
法
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
複
式
簿
記
が
世
界
中

に
普
及
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
複
式
簿
記
の
普
及
は
、
資
本
主
義
の
発
展
と
と
も
に
あ
り
、
言
い
換
え
れ

ば
株
式
会
社
の
発
展
と
セ
ッ
ト
だ
っ
た
。
株
式
会
社
は
大
規
模
化
と
比
例
し
て
出
資
者
（
株
主
）
が
増
加

し
て
い
く
の
は
当
然
の
こ
と
で
、
多
数
の
株
主
の
持
ち
分
を
正
確
に
把
握
す
る
の
に
、
複
式
簿
記
は
必
要

不
可
欠
の
会
計
ツ
ー
ル
だ
っ
た
。

　
龍
馬
が
暗
殺
さ
れ
な
け
れ
ば

　

結
果
と
し
て
、
龍
馬
の
「
亀
山
社
中
」
は
、
株
式
会
社
の
前
段
階
の
組
織
で
、
そ
の
会
計
シ
ス
テ
ム
は

お
粗
末
な
ま
ま
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
点
で
、龍
馬
が
「
株
式
会
社
」
の
み
な
ら
ず
「
複
式
簿
記
」



坂本龍馬は「株式会社と複式簿記」を知っていたのか

の
こ
と
ま
で
知
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
も
う
少
し
龍
馬
が
長
生
き
す
れ
ば
、
完
全
な
日
本
初

の
「
株
式
会
社
」
を
創
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
わ
せ
る
ほ
ど
、
当
時
活
躍
し
た
幕
末
の
志
士

の
中
で
、
龍
馬
の
経
済
感
覚
は
抜
群
に
優
れ
て
い
た
。

　

現
在
、
株
式
会
社
の
会
計
監
査
と
い
う
役
目
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
公
認
会
計
士
で
あ
る
。
株
式
会
社

が
年
度
ご
と
の
決
算
を
公
表
す
る
に
あ
た
っ
て
、
事
前
に
複
式
簿
記
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
財
務
諸
表
が

公
正
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
仕
事
で
あ
る
。
公
認
会
計
士
試
験
は
司
法
試
験
と
並
ぶ
難
関
の
国
家
資
格

試
験
で
、
公
認
会
計
士
は
「
株
式
会
社
」
の
会
計
を
専
門
と
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
。

　

日
本
公
認
会
計
士
協
会
東
京
会
は
、
坂
本
龍
馬
の
言
葉
で
会
計
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
る
。

「
こ
れ
よ
り
天
下
の
こ
と
を
知
る
時
は
、
会
計
も
っ
と
も
大
事
な
り
」

　

※
新
し
い
国
を
つ
く
る
時
、
坂
本
龍
馬
は
土
佐
藩
の
重
臣
、
後
藤
象
二
郎
に
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。

　
「
財
政
担
当
に
は
、
会
計
に
精
通
し
て
い
る
福
井
藩
士
、
三
岡
八
郎
（
由
利
公
正
／
後
、
東
京
府
知
事
）

を
採
用
す
べ
し
」


